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＜連絡事項＞

・東西病棟に設置しているホームエレベーターが、扉が開かないという現象について、業者さんへ点検を依頼しました。

このホームエレベーターがメンテナンス契約をしておりません。そのため、業者の都合により7/14（金）の午前中の点検となりました。

ご不便おかけしますが、原因がわかるまで、なるべくホームエレベーターを使わないようにお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務チーム

＜患者様連絡事項＞

· 猪石　和宏様～背部掻痒感あり、湿疹確認し、デルモゾール軟膏1本処方となる。

・小笠原　ツセ様～排便-7日目にてケンエーG浣腸60ml　1本処方となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。本日午前･午後2時間ずつの開放観察実施。開放中は他者への話し掛け見られるが、切り上げる事出来ている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつの開放観察実施。開放中は自分のマットレスを引っ張り出したり、他室侵入見られ介入要している。奇声はない。

引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう、看護介入していく。
・猪石　和宏様～身体拘束中。食事はスタッフ見守りで自力摂取される。易怒性、興奮なく、指示動作出来ている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・河原木　泰志様～終日隔離中。食後薬は拒否あるが、時間を置いて内服できている。粗暴行為はないが、眼光の鋭さは見られている。殆ど臥床して過ごされている。

＜要注目患者様＞
・西澤　信様～バイタル異常なく、点滴トラブルなし。声掛けに疎通良好。起き上がりみられ、介入要している。

＜深澤Dr　診察情報＞
・百澤　豊子　様～点滴、処方内容変更なく、7/19まで処方となる。体温上昇あり、継続指示のアンヒバで対応している。

・船田　泰子　様～お盆時、子供達が実家に帰ってくるため、その時に今後の方向性を検討していくかもしれないとのこと。深澤Dr、原Dr了解済み。

・桑原　幸一郎様～点滴内容変更なく、7/19まで継続指示となる。

・下村　慶子　様～処方内容変更となり、サインバルタ（20）2cap→3capへ増量、他、同内容で7日分処方となる。

・澤田　真理　様～処方内容変更なく、7日分処方となる。

・小笠原　澄子様～食事摂取量は少なめだが、体動活発にみられ、排泄もトイレで行っている。体動活発であるため、Ａユニットへ移動を検討して言い句。

・石井　すみ様～体温37.5℃、クーリングで対応。日中は覚醒されており、家族の面会時も疎通良好。家族様より本日、南山苑へ申込みすると情報提供あり。

・小笠原　ツヤ様～点滴は7/13から3本24時間キープとなり、同時に身体拘束開始となり7/19まで処方となる。血糖測定も7/19まで継続指示となる。

